別紙１

診療情報提供書事前FAX取り寄せ状況（R7.4〜R7.9）

1．背景
　当院では、新病院移転後、地域医療支援病院として地域の医療機関からの紹介患者を円滑に受け入れる体制整備の一環として、紹介予約コールセンターを開設し、紹介元医療機関の紹介しやすさを高めることに努めてきた。
紹介予約コールセンターの導入により、予約手続きの一本化や調整の効率化が図られ、紹介受入れ体制として一定の成果が認められた。一方で、診療情報提供書の内容を把握できない場合、紹介予約コールセンターでの確認事項が増え予約電話が繋がりにくくなることや、受診当日の情報確認に時間を要することから、患者の待ち時間が増加したりするといった課題が生じていた。
これらの課題を踏まえ、外来診療の質および効率の向上を目的として、令和7年4月より、紹介予約時に診療情報提供書を事前にFAXで送付いただく運用を開始した。
事前FAX取り寄せにより、受診前の患者情報の把握や適切な診療科への誘導が可能となり、当日の準備作業が軽減されることで、外来進行の円滑化が期待される。また、地域医療機関においても、当院からの追加問い合わせの減少による事務負担の軽減や、患者の待ち時間短縮といった利点がある。

2．方法（データ対象と集計方法）
(１)対象期間：令和7年4月〜令和7年9月
(２)対象件数：紹介予約コールセンター経由の受診予約
(３)集計項目：月別予約件数、事前FAX取寄件数、取寄率の算出

3．結果（取寄状況）
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4．評価（医師の反応・外来運営への影響）
外来担当医からは以下の評価が得られた。
(１)「初診外来の診療準備が事前に可能となり、診療効率が向上した。」
(２)「患者説明の時間が確保しやすくなった。」
また、事務部門からは次の効果が確認されている。
（３）「紹介予約コールセンターにおける診療情報確認に要する時間が減少し、対応が円滑になった。」
これらの結果から、事前FAX取り寄せは外来診療だけでなく、事務窓口の効率化にも寄与しており、当院全体の診療準備体制の質向上に繋がっていると評価できる。

5．課題
(１)医療機関における取寄率のばらつき
取寄率が7割を超える医療機関がある一方、取寄率が低い医療機関も存在する。
(２)事務職員交代等による運用の不継続
特に小規模医療機関では、職員交代の影響で運用が途切れるケースがみられる。
(３)事前FAXのメリットが地域側へ十分に浸透していない
「送らなくても受診できる」という理解の医療機関もある。

6．改善案
課題に対応する形で、改善策を次のように整理する。
(１)職員交代時期を見据えた定期周知
広報誌・FAX案内文を使用し、定期的な周知を実施する。
(２)事前FAXのメリット発信
　　外来医師の声や受付現場での改善効果を紹介しつつ、紹介元医療機関にとっての利点も示す情報発信を行う。

7．まとめ
事前FAX取り寄せ運用は患者の待ち時間の短縮や外来運営の効率化に寄与しており、初期導入として一定の成果が得られている。一方、取寄率は6割程度で横ばいであり、地域医療機関との連携強化が必要である。
今後は、定期周知・メリット発信を重点施策として運用定着を図る。
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月 予約数 FAX取寄件数 取寄率

４月 712 408 57.3%

５月 674 394 58.5%

６月 795 418 52.6%

７月 874 470 53.8%

８月 714 389 54.5%

９月 851 471 55.3%


